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	米国におけるオープンアクセスと研究データ管理
	1. はじめに
	本稿では，米国の大学図書館におけるオープンアクセスと研究データ管理に関する取り組みの調査結果について報告する。
	筆者らは，平成29年度国立大学図書館協会ビジョン推進事業の一環として，2018年2月5日から9日にかけて，カリフォルニア大学サンディエゴ校，同ロサンゼルス校，カリフォルニア工科大学，南カリフォルニア大学を訪問した。これらの大学は，オープンアクセスや研究データ管理について先進的な取り組みを行っている。本稿で報告する内容は，これらの大学で計25名の職員に実施したインタビュー調査の結果に基づく。
	2. カリフォルニア大学サンディエゴ校
	UCSDの教員数は2,535名，職員数は33,226名，学生数は36,624名2)である。予算縮減等により過去何度かの統配合が行なわれ，学内に11館存在した図書館・図書室は現在2館に集約されている3)。
	2.1 オープンアクセスに関する取り組み
	UCSDでは，カリフォルニア大学で定められたオープンアクセス方針4)を採用している。オープンアクセス方針は，教員が学術論文の著作権に関する権利を行使する権限をカリフォルニア大学へ非排他的に与えることを定める。また，機関リポジトリでの論文の保存・公開のために，「教員は著者最終稿の電子コピーを出版日までに提出する」と明記されているが，義務として浸透していない点が課題として挙げられた。
	オープンアクセスに関連して，構成員の学術成果（論文，研究データ等）の強力かつ，より効果的な発信の支援を目的として，UCSDでは学術コミュニケーション担当司書（Scholarly Communication Librarian）を一名採用している5)。具体的には以下の活動を行っている。
	また，カリフォルニア大学では，カリフォルニア大学各校の学術コミュニケーション担当司書がメンバとして所属する学術コミュニケーションオフィス（Office of Scholarly Communication）9)を設置しており，カリフォルニア大学全体で，オープンアクセス方針の推進，研究データ管理・公開といった課題に取り組んでいる。
	図1  UCSD図書館が配布する学術コミュニケーション担当司書によるサポート周知のフライヤー
	2.2 研究データ管理に関する取り組み
	研究データ管理に関する取り組みとして，UCSDが開発を行っているデータリポジトリDAMSと，DMPToolを使用した研究データ管理計画書作成支援を中心に述べる。
	2.2.1 データリポジトリ
	UCSDでは論文，紀要，学位論文等のリポジトリとしては，CDLが運営するeScholarship10)を使用している。一方，それ以外のあらゆるデジタル資料（写真，貴重資料，実験データ等）を保存・公開するために，UCSDではDAMS（Digital Asset Management System）11)を開発している。図書館が所蔵する写真等の資料についてはできる限り幅広く公開するという姿勢で，積極的に電子化に取り組んでいる。DAMSへの検索インタフェースは，Library Digital Colle...
	2.2.2 研究データ管理計画書の作成支援
	米国では，多くの研究助成機関が助成の申請を行う際，研究データ管理計画書（DMP）の提出を義務付けている。DMP作成の支援にはDMPTool15)が使用されている。
	DMPToolは，CDLのキュレーションセンターが英国DCC（Digital Curation Centre）などと共同で開発を行っているDMP作成支援システムであり，以下のような機能を持つ。
	研究者は申請する助成や研究分野をDMPToolで選択する。すると，研究助成機関が定める研究データ管理に関する指針が表示され，その下に表示されるエディタで，研究者は指針を参照しつつ DMPを記述する（図2）。2018年2月現在，16の助成機関の32テンプレートに対応している。記述したDMPを，最終的にPDF，テキスト等のフォーマットでダウンロードし，助成金申請時に研究計画書とともに提出する。作成したDMPについては，共同研究者と共有することも可能である。共同研究者との連絡をスムーズにするため，コメン...
	作成したDMPについて，公開/非公開の選択が可能である。2018年4月24日現在，179件のDMPが公開されている。公開されているDMPに対する検索機能も提供されている。公開されているDMPは公募の採択/不採択に関わらず公開されているため，公開されているDMPが必ずしも見本になるとはいえない。しかし，公開されている各分野のDMPを研究データ管理の好事例の構築に使用するといった，活用の可能性を有している。
	DMPToolはオープンソースで開発が進められているため，全米の研究機関で導入が広まっている。本調査で訪問した4校では，いずれもDMPToolをカスタマイズして使用していた。UCSDでは2018年2月現在，200〜300名程度の教員にDMPToolが利用されているとのことであった。今後もフライヤーの配布や講習会の開催といった手法で，積極的に周知活動を続け，教員から得られたフィードバックを参考に改善を続けたいとのことであった。
	筆者らの調査後に，DMPToolのバージョン3が公開16)され，インタフェースの更新や他言語への対応が実装された。日本語にも対応する予定である。全米のみならず，全世界での利用の広まりが期待される。
	図2  DMPToolのDMPの作成画面
	（助成機関が定める指針が提示され，その下部にエデ
	ィタが表示される。）
	3. カリフォルニア大学ロサンゼルス校
	カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）は，前述のUCSD同様，カリフォルニア大学を構成する全10校の1校である。UCLA図書館は，中期戦略計画17)を策定しており，計画に沿って様々な活動を行っている。中期戦略計画の策定にあたっては，外部のコンサルティングファームが携わり，ミッション，ビジョン，目標が定められた。これらの戦略計画をより効率的に遂行するために，2017年1月に大規模な組織の再編成18)が実施された。
	3.1 オープンアクセスに関する取り組み
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	USCには，2018年2月時点で，オープンアクセス方針は存在しない。しかし，オープンアクセス週間に合わせてイベントを実施46)するなどしている。ゆっくりとオープンアクセスという概念が広まりつつあるとのことだった。
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	5.2.1 電子図書館
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	電子図書館に含まれるデータへの永続的なアクセスを保証するため，東海岸にバックアップが存在している。
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	5.2.2 研究データ管理
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